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医療法人　橘会

東住吉森本リハビリテーション病院
Higashisumiyoshi Morimoto Rehabilitation Hospital

【病院案内】



今日の後には明日がある、
　明日の後には明後日がある。
　　これからがあなたの人生です。

～ 病 院 理 念 ～

～ 基 本 方 針 ～
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齢

お一人お一人を尊重しながら

 　　　患者様とご家族様をサポートします。

服部玲治 Hattori Reiji

村田和美 ＊Murata Kazumi

齢

東住吉森本リハビリテーション病院が担う領域
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入院時訪問指導の実施

リハビリテーション開始・総合実施計画書の作成

退院前カンファレンス

フレキシブル・スタンディング・カンファレンス

入院されて１週間以内に、当院のスタッフがご自宅へ訪問し家屋環境

の確認を行い、当院でのリハビリプログラムにいかしています。

医師、看護師、リハビリスタッフ、医療事務が有機的に連携し患者様にとっ

てより良いリハビリが行えるよう随時会議を実施しています。

病院スタッフ、ケアマネージャー、

福祉用具専門相談員、サービス担当

者が集まり患者様、ご家族様と共に

退院後の生活について話合います。

食堂でゆっくりお食事です



室内は常に清潔に保たれ、

洗濯機を2台、乾燥機を3

台設置、散髪は出張理容

という形で美容師さんに

来ていただいております。

訓練の一環としてお一

人での食事が難しい患

者様には看護師が介助

いたします。

医師をはじめ、看護師や

医療ソーシャルワーカー

がそろって回診し、患者

様一人ひとりの治療計画

の進行具合や病状など

を確認します。



各職種の紹介

入院案内

幅広い年齢層の患者様が入院されており環境が変わって対応する人も見慣れず混乱してしまう、そんな患

者様の気持ちに寄り添える優しい看護を心掛けています。根気よく笑顔でお話を聞き、患者様の不安軽減

に努め、日々スタッフ同士意見交換を行い継続した看護を提供しています。また、看護部内でも勉強会を

開き学びを深めています。

管理栄養士
看護師・看護助手

医療ソーシャルワーカー

当院では各職種の専門性に合わせてチームで患者様の退院に向けた支援を行っています。

入院初日は看護師が半日付き

添い生活状態や不安な事を聴

取し病棟での生活についてき

め細かくお話していきます。

チーム連携

毎日朝礼、終礼でリハビリス
タッフ、メディカルワーカー、
ケアワーカー、医師を含め患
者様の生活動作状況の報告や
情報交換を行っています。

ご退院とは、非日常の「医療」から日常である「生

活」へ一歩踏み出す時です。

それぞれの患者様が、地域・家庭において自立

した日常生活がおくれるよう、社会活動に参加

できるように、医療ソーシャルワーカー（社会福

祉士）がご相談を承っております。

ご家族様のお困りごとについてもご相談くださ

い。

生活支援

当院はさまざまなご相談を承っております

元の生活に戻れるように生活
に沿った生活動作獲得へのア
ドバイス、家族指導、病棟で
のリハビリ訓練等を行ってい
ます。

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士

退院後のリハビリについて

傷病手当・労災について

介護保険制度について

身体障がいの制度について

成年後見制度活用について

就労支援について

食事は治療の一環として個々の病状や身体に合わせたものを提供しています。

入院中に召し上がっていただく食事は食品衛生や食品アレルギーに配慮した食事であることはもちろんの

事、季節の食材や行事メニューを取り入れる等楽しんで食べて頂くように心がけています。

糖尿病の治療食や、噛むこと・飲み込むことが十分にできない方に配慮した食事も用意しています。（ムー

ス食や刻み食等） また、入院中の患者様を対象に、医師の指示のもと、栄養指導・食事相談を実施しています。

長年にわたる給食管理、食品衛生への取り組みや栄養改善活動が認められ、2015年大阪府知事賞を頂きまし

た。

理学療法（PT）

理学療法（PT）では、動きにくくなった関節を動かす、筋力をつける、

痛みを緩和する等の機能回復訓練を行います。また、起き上がり、立

ち上がり、歩行等の動作訓練を行うことで、障がいされた能力の改善

を図ります。

言語聴覚療法（ST）

言語聴覚療法（ST）では、主に脳卒中や頭部外傷による後遺症で『コミュ

ニケーションが難しい』『食事がうまく飲み込めない』『集中力が続か

ない』『記憶力が低下した』などの言語障がいや嚥下障がい（飲み込み）、

高次脳機能障がいに対して個別性を重視した訓練を行っています。

作業療法（OT）

作業療法（OT）では身体機能の回復を図るとともに、日常生活に必要な

食事、整容、更衣、排泄、入浴の訓練、また、料理や掃除などの家事

動作の訓練も行っています。

食事形態の一例



リハビリの特徴 当院での退院後のリハビリ

外来リハビリ

医療保険で実施しているリハビリ

リハビリテーション
　　支援ロボット研究チーム

電気治療研究チーム

ボツリヌス治療研究チーム 高次脳機能外来研究チーム

高次脳機能の底上げ

就労支援 自動車運転再開

当院は退院後のリハビリとして外来リハビリ、通所リハビリ、訪問リハビリを揃えており退院後の生活やお体の不安

に対応しています。

退院後も継続して在宅生

活ができるようにフォ

ローアップを行っていま

す。実施の際には目的、

目標を明確に見据えて、

リハビリを行っています。

外来リハビリの期限が切

れた場合でも必要性があ

れば通所リハビリで継続

が可能です。

当院は、トヨタ自動車のリハビリテーション支援ロ

ボット「ウェルウォーク」を導入しておりますこの機

器は運動学習理論に基づき開発され麻痺側の足に装

着するロボット脚のアシスト機能や、前方モニター

で常に自分の歩き姿を確認できることが特徴です。

ロボットの多彩な機能により、その方に最適な難易

度で練習を提供することで、より早く歩行能力が向

上する等の効果が期待できます。

当院では麻痺や筋力低下、痛みなどの機能障害を有

する方、歩きにくさや手の細かい動きが出来ないな

どの能力障害を有する方に電気刺激療法を実施して

います。患者様に最適な治療を提供する為に専門の

チームを設け、担当セラピストのサポートを行って

おります。また、リハビリ以外の時間で自主トレー

ニングが行えるよう電子刺激機器を入院生活で使用

して頂いています。

ボツリヌス治療とは、近年TV等でも取り上げられて

いる、脳卒中(脳梗塞、脳出血、くも膜下出血等)の後

遺症に対する治療です。具体的にはボツリヌストキ

シンを成分とする薬を筋肉に注射します。それによ

り、神経の働きを抑え筋肉を柔らかくし動かしやす

くする効果が期待できます。

治療の際にはボツリヌス治療専門のスタッフ（医師、

理学療法士、作業療法士）が同席し、身体面の評価を

行い、治療目的や希望をお聞きした上で患者様それ

ぞれに合った最適な治療ができるよう日々研究を

行っています。

高次脳機能障がいとは脳梗塞や脳出血などの脳血管

障がいを患う事で起こる、言語、記憶、判断、注意、

学習、行為、感情の障がいのことを言います。目に

見えにくい場合も多く、周囲に伝わりにくいことも

多い為、日常生活に支障をきたし、発症前のような

生活を送ることが難渋する場合もあります。当院で

は主に以下の項目に取り組み高次脳機能改善に向け

て支援を行っています。

通所リハビリ　2019年７月  短時間の通所リハビリテーションサービスを開設

介護保険で実施しているリハビリ

当院を退院された要支援、要介護者が、より自立した日常生活が出来るように支援するサービスとして、

通所リハビリテーションを開設しました。切れ間なくリハビリが行えるよう、能力の維持向上、転倒予防

や再発予防などのサービスを提供します。理学療法士、作業療法士、言語聴覚士が１時間の個別療法を提

供し介護保険でサービスを利用できます。

訪問リハビリ

当院を退院された患者様を対象に

実施しています。退院後の不安の

ある方や退院後に自宅での動作練

習が必要な患者様に対し、家の環

境に合わせたリハビリ（排泄、移

動、調理、買い物等）を提供して

います。当院の理学療法士、作業

療法士が入院時から患者様の状態

を把握し、退院後スムーズに訪問

リハビリが開始できるよう担当者

と連携しています。

高次脳機能外来

入院している患者様で退院後の自宅での生活や仕
事のことで不安を抱えてらっしゃる方は退院後、
当院の高次脳機能外来へ移行し、ニーズに合わせ
た支援を行っています。

ボトックス外来

脳卒中や神経疾患の後遺症「痙縮（手足のつっぱり）」によ

り、日常生活が送りにくくなっている患者様に対し、ボツ

リヌス治療を行っています。ボツリヌス治療の専門スタッ

フ（理学療法士、作業療法士）が身体面の評価やご本人様の

希望も把握した上で最適な施注量や部位を検討し、医師に

よりボトックス注射を行います。注射後も継続的にフォ

ローを行っています。

▲復職を想定した
　パソコンの操作訓練

▲手指の状態を評価

▲ウェルウォーク本体

▲足に装着する
　ロボット脚

▲電気治療のリハビリでの使用例

▲当院で使用している治療機器

▲股関節の状態を評価

▼訓練や指導で
　使用している資料
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